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当院では、新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、院内感染防止
委員会を中心に全職員が適切な感染対策を行い、患者さま、ご家族さ
まに安心、安全な医療・介護を提供できるよう努めております。

以下、新型コロナウイルス発生時から2021年３月までの関連情報と
当院の主な取り組みをお知らせいたします。

年 月 新型コロナウイルス関連情報 当院の主な取り組み

2020.1
・中国で新型コロナウイルスを検出
・武漢封鎖
・日本人初の感染者

・紙面にて感染流行のお知らせを配布
・渡航歴のある患者さまの申告
・マスク、手洗いの徹底

2020.2
・ダイヤモンドプリンセス号にて集団感染
・病名を「COVID-19」と命名
・渡航歴のない日本人初の死者

・帰国者接触者相談窓口の案内を掲示
・手洗い、咳エチケットの案内を掲示
・職員の感染予防対策、院内消毒の徹底

2020.3

・PCR検査が保険適応となる
・WHOがパンデミックと認定する
・東京オリンピック延期決定
・感染の初期症状に味覚・嗅覚異常を確認
・志村けんさん死去

・新型コロナウイルス対策会議開催
・外来、健診、デイケアでの体温管理
・職員の体温、体調チェック開始
・面会の中止
・予約入院患者さまへの問診票作成

2020.4

・明石市で初の感染者
・世界の感染者100万人を超える
・東京都の一日の感染者100人を超える
・兵庫県緊急事態宣言発令（4.7）
・緊急事態宣言全国へ拡大

・院外にて「発熱外来」の設置
・正面玄関にて来院者へのトリアージ開始
・外来受付に飛沫防止カーテン取り付け
・再診患者さまへの電話診療・処方箋発行
・LINEによる「オンライン診療」開始

2020.5
・厚労省が新しい生活様式について発表
・抗ウイルス薬「レムデシビル」特例承認
・全国の緊急事態宣言解除（5.25）

・当院の取り組みについてポスターを掲示
・職員向け注意喚起ポスター掲示
・コロナに負けるな「川柳・標語」募集

2020.7 ・「Go To トラベル」キャンペーン開始 ・広報誌にて「川柳・標語」の入賞作品発表

2020.8
・世界の感染者2000万人を超える
・第2波ピークに達する

・発熱外来 14:00～16:00 予約対応
・PCR検査実施（保健所との協力体制）

2020.10 ・ヨーロッパで感染急拡大 ・自費による「PCR検査」開始

2020.11 ・第3波到来 高齢者の感染が増加 ・新型コロナ感染症対策Web研修を受講

2020.12

・病床ひっ迫5都道府県がステージ4になる
・アメリカでワクチン接種が始まる
・Go Toトラベル全国一時停止へ
・イギリスで変異ウイルス感染拡大

・専用アプリによる「オンライン診療」開始
・診察室他にアクリル板を設置
・年末年始などの長期休暇に際し、感染防止
対策の徹底と職員への注意喚起を行う

2021.1
・11都道府県に非常事態宣言発令（1.14）
・国内で変異ウイルス市中感染確認

・1/1 市内一次救急の診療を担当
・空気清浄器、加湿器 個室にて対応

2021.2
・医療従事者への先行ワクチン接種開始
・首都圏を除く6府県の緊急事態宣言解（2.28）

・タブレットによる面会を開始

2021.3
・首都圏の緊急事態宣言2週間延長
・首都圏の緊急事態宣言解除（3.21）

・アフターコロナ患者個室受け入れ態勢整う
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人工透析ひ尿器科じんけいクリニック ～ 新年度のご挨拶 ～

現在、新型コロナウイルス感染症について緊急事態宣言は解除されていますが、まだまだ予断を許さない状
況が続いています。患者さまを始め関係者の皆さまには大変ご不便ご迷惑をおかけいたしますが、引き続き感
染症対策へのご理解と、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

当院における「新型コロナウイルス感染症対策等」について

患者さま・ご家族さまへ

今からちょうど６年前、2015年春、わたくしは医師として丸25年経過した節目の年、人
工透析・泌尿器科診療で歴史あるここ、じんけいクリニックでの診療を強く熱望し院長職と
して赴任させていただきました。そしてその後約５年の月日を経て、石に文字を刻むが如く
の改革を進めた結果、昨年４月の本稿にて、自分の泌尿器科医師人生の集大成レベルに達し
たこと、それでも尚更なる高みを目指して今後もチャレンジャーであり続けねばならないと
いう思い、などを述べさせていただきました。

あれから丸１年、春、夏、秋、冬と当院も少なからずCOVID19感染症に対し日夜翻弄され
続けた日々でしたが、幸いなことに患者さん、スタッフ含め、結果的には誰ひとりこれに罹

患することなく（完全なる偽陽性、誤った陽性、だった方が一人のみおられました）新年度

を迎えられたことに、当院に関わる全ての方々のご尽力に心から感謝申し上げる次第です。

また昨年度は、コロナ禍にもかかわらず質量ともに開設以来過去最高の臨床成績（新規患者数、死亡率低下
、QOL向上など）が記録された一年でもありましたが、その証左として、全スタッフの人として、医療人とし
ての成長、チームワークの良さ、には目をみはるものがあり、このこともまたわたくしとしては何より嬉しく
感じられる事項でした。

そしてこの４月、小生のかねてからの念願であった『人工透析ひ尿器科じんけいクリニック』へのクリニッ
ク名称改変を認可され、新生じんけいクリニック、として名実ともに新たな出発をさせていただくこととなり
ました。『当たり前の医療を、当たり前に』目指す医療に何ら変更点はありませんが、その内実が地域住民の
皆様からより理解していただきやすくなったのではないかと嬉しく思っています。

今年度もいよいよ始まり、そしてまたCOVID19との闘いはまだまだ一瞬の油断も許されませんが、これま
で同様、皆様からの温かいご指導ご鞭撻を真摯に受けとめ、人工透析、泌尿器科診療の分野でまたより優れた
成果を目指し努力し続ける所存ですので、今後とも宜しくお願い致します。
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当院の感染対策に
ご理解とご協力を
お願いいたします。


